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研究成果の概要 

 

核酸は細胞内にある遺伝子情報であるというのが常識ですが、細胞の外にも放出され、そこで細

胞内と異なる特有の活性を発揮します。すなわち細胞外微粒子として免疫細胞をはじめ様々な細

胞に作用し、生体内の生命現象に広く影響していると考えられています。本研究は、細胞外の核

酸を含む微粒子、もしくは核酸放出を誘導する微粒子群に着目し、生体応答の仕組みと生理的意

義を探求することを目的とし、細胞外核酸を計測する技術や制御法の開発を目指します。 

令和 4年度も引き続き細胞外核酸が引き起こす応答の制御機構、核酸の応用や解析技術の開

発に関する成果を得ました。まず、細胞死によって細胞から核酸を含む粒子が放出される際の、機

構の一端を解明しました(文献 1)。また、アジュバントの活性と微粒子の関係を AI解析し、効果と

相関する微粒子各分の同定を行いました(文献 2)。さらに、核酸粒子アジュバント同士の相乗効果

を解明しました(文献 3)。一方で、核酸との関連が示唆される成果として、肺で微粒子に応答する

最も重要な細胞の一つである肺胞マクロファージによる免疫活性化機構の一端を明らかにしました

(文献 4)。また、新たなエマルジョン粒子アジュバントを開発し、その機構を解明しました (文献 5)。 

さらに、投稿準備中の成果として、細胞に核酸を放出させる物質を同定し、その分子機構、生理

的重要性の解明を進めています。また、ＢＤ Ｉｎｆｌｕｘによる細胞外核酸の解析技術がさらに進歩

し、マルチカラー染色と機械学習の組み合わせにより、細胞外核酸を検出する方法を確立し、さら

に多検体の解析や感染試料の解析が可能な体制を整えています。さらに配列特異的に核酸に結

合する分子について、様々な活性を有する分子の開発研究が進んでいます。これらの解析技術を

統合し、新次元の細胞外核酸解析系を構築するとともに、様々な疾患における核酸微粒子の解析

をすすめます。 
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